




Market Spaces for Female Producers in Western Turkey
Yoshiko TSURUTA
The purpose of this study is to investigate regional and spatial characteristics of Turkish city 
markets. On the basis of spatial examination of 20 market spaces for female producers in 12 cities in 
western Turkey, the researcher found that these spaces can be divided into 3 types, the square type, the 
street type, and facility type. The type of stalls at market places can be divided roughly into 4 types. 
Various agricultural products, cooked and processed foods, homemade traditional foods, and handmade 
crafts are sold at designated spaces or at halls exclusively for female producers. The Aegean and 
Marmara regions have rich food cultures so markets offer a wide variety of local products and 
traditional cuisines. Many of them are produced by the women themselves at home using traditional 
methods. In recent years the number of female producers at the Turkish markets has been increasing. 
They are economically and socially encouraged and supported by local government.






























市圏としての人口は 2014 年の 411 万人から 2018 年
の 432 万人へと，5 年間で 21 万人増加し，発展し
続けている5。イズミール大都市圏中心部のパザル






















調査対象とする 12 都市を 2018 年の人口規模によ









客が訪れる9。12 都市のうち 7 都市がイズミール県
下に位置しており，イズミール県には 2019 年 9 月
における外国人来訪者数10国内第 4 位の空港があり，
国際船舶の寄港地となる複数の港とともに観光拠点
となっている。図 2 はイズミール県の 2017 年から
2019 年までの 3 年間，月別に外国人来訪者数の推
移を示したものである。7 月をピークに 6 月から 9
月に多くの来訪者があり，2018 年は前年比 33.8％，
2019 年は 7 月が前年を超えなかったものの，6，8，
9 月は 20％以上の伸び率をみせている。2019 年 1
月から 10 月までの来訪者数総計は 115 万人を超え，






































が，アイワルック 2 事例，アラチャト 2 事例，ボズ
ジャアダ 2 事例，フォチャとウルラについては郊外
の村も含めフォチャ 3 事例，ウルラは 4 事例あり，




01 エディルネ エディルネ 180,327 
02 オデミッシュ イズミール 132,511 
03 クシャダス アイドゥン 113,580 
04 ムーラ*1 ムーラ 112,447 
05 ベルガマ イズミール 103,185 
06 アイワルック バルケシル 071,063 
07 ウルラ イズミール 066,360 
08 セフェリヒサール イズミール 043,546 
09 チェシュメ イズミール 043,489 
10 フォチャ イズミール 033,131 
11 アラチャト イズミール 010,060 
12 ボズジャアダ チャナッカレ 003,023 
＊1　2013 年からメンテシェに都市名が変わる。
＊2　トルコ統計局のデータから各都市部の人口を記載。
図 2．イズミール県の外国人来訪者数の月別 3 年間の推移
＊ イズミール文化観光局のデータをもとに筆者作表。2019 年 11






























üretici pazarı と呼ぶ。kadın が女性，üretici が生
産者，pazar が前述の定期市パザルで述べた通り，
市場を示す単語である。この女性生産者市場と名称
のつく市場は，ウルラ（表 2 事例 No. 12, 19），ベル















の 4 事例のうち事例 No. 19 ウルラの女性生産者市
場と No. 20 のバーアラス女性生産者市場の 2 事例
では，すべての生産物を販売している。No. 12 と
No. 18 は手工芸品中心の市場となっていた。トル




























街路 広場 施設 隣接 定期市 チャルシュ
01 アイワルック ナイトマーケット＊ 観光 1 移動型 隣接 内部 夏季夜 2019 木曜以外開催
02 ウルラ 芸術通りクラフト市 観光 1 移動型 文化施設 内部 午後 2018, 2019
03 フォチャ 女性のクラフト市 独立 2 移動型常設 城壁 　 夏季夜 2018, 2019
04 クシャダス クラフト市＊ 独立 2 　 移動型常設 城壁 内部 午後 2010 2018 年不明
05 チェシュメ クラフト市 独立 2 移動型常設 内部 午後 2011 2018 年不明
06 アイワルック 女性のクラフト市＊ 独立 2 3 常設折畳型 隣接 内部 木 2019 2008 年開設
07 アラチャト クラフト市 観光 3 移動型 隣接 内部 午後 2011, 2012
08 セフェリヒサール スアジュック生産者市場＊ 観光 3 3 移動型 城壁 内部 日 2019
09 ウルラ バルバロスかかし祭り＊ 観光 3 3 3 移動型 モスク 内部 9 月 2018, 2019 第 1 回は 2016 年
10 エディルネ 女性のクラフト市 独立 1 移動型常設 モスク 内部 夏季 2011
11 フォチャ アースマーケット＊ 独立 1 移動型常設 案内所 内部 日 2019 2012 年開設
12 ウルラ 埠頭の女性生産者市場＊ 独立 1 2 常設固定型 埠頭 近距離 土日 2018 2015 年開設
13 アラチャト クラフト市 観光 2 　 移動型常設 モスク 隣接 内部 午後 2011, 2012
14 ボズジャアダ ジャム市場 観光 2 　 移動型常設 公園 内部 内部 毎日 2019 水曜市エリア内
15 ボズジャアダ クラフト市 観光 2 2 常設固定型 城塞 隣接 内部 毎日 2019
16 オデミッシュ 女性のクラフト市 パザル部分 2 2 常設固定型 行政施設 内部 内部 土 2012
17 ムーラ 女性のクラフト市＊ パザル部分 2 2 常設固定型 隣接 内部 木 2010
18 ベルガマ 女性生産者市場＊ 独立 1 常設固定型 内部 月金 2009 2009 年開設
19 ウルラ 女性生産者市場＊ 独立 1 移動型 　 内部 土 2018, 2019 2007 年開設
20 フォチャ バーアラス女性生産者市場＊ 独立 1 移動型 公共施設 近距離 金土日 2019 2019 年 7 月開設



















































表 2 に示す通り，20 事例中 17 事例がチャルシュ
内部に位置し，アクセシビリティが高い立地である。




































No. 1 2019 メインストリートでの夏
季ナイトマーケット
No. 2 2018 歩行者専有「芸術通り」
のクラフト市都市名 アイワルック ウルラ
No. 3 2019 城壁前の歩行者空間に並
ぶ女性のクラフト市
No. 4 2010 城壁の外側に設置された
クラフト市
No. 5 2011 チャルシュ内裏道に並ぶ
クラフト市フォチャ クシャダス チェシュメ
No. 6 2019 女性のクラフト市用の折
畳型販売台が並ぶ
No. 7 2012 保存地区内の街路に並ぶ
露店




No. 10 2011 モスク前広場での夏季の
みの女性クラフト市
No. 11 2019 広場で開催されるアース
マーケットウルラ エディルネ フォチャ
No. 12 2018 埠頭前の女性のための生
産者市場
No. 13 2011 モスク前広場のクラフト
市




No. 15 2019 城塞下の広場一辺に並ぶ
土産物中心の市場
No. 16 2012 土曜市の広場内に立つ女
性のクラフト市
No. 17 2010 市場施設前の広場にある
女性のクラフト市ボズジャアダ オデミッシュ ムーラ
No. 18 2009 広場に面して設置された
女性のクラフト市
No. 19 2019 ホール空間での女性のた
めの市
No. 20 2019 バーアラス地区の女性の
ための市ベルガマ ウルラ フォチャ 
表 4．市場関連写真一覧
4-1 No. 20 手工芸品。販売台のテー
ブルクロスを統一
4-2 No. 19 前菜や焼き菓子などの郷
土料理の販売
4-3 No. 11 手打ちパスタや自家製ジ
ャムなどの販売フォチャ ウルラ フォチャ
4-4 No. 9 クレープ状の生地をその
場で焼きあげて販売
4-5 No. 20 出店者同士で話し合いな
がら市場を運営
4-6 No. 9 テーブルと干草の台で販
売台を統一ウルラ フォチャ ウルラ
4-7 No. 9 住宅の一部で展示，中庭
ではお茶を提供
4-8 No. 9 納屋を開放し，野菜やお
茶，伝統料理の販売













に分類した（表 2, 3, 4 参照）。
3-1．街路： 9 事例（No. 1〜9）





①　メインストリート： 事例 No. 1, 2













②　路地： 事例 No. 3, 4, 5, 6
幅員が狭く，通り抜け機能が主となる街路である。
歩行者空間として整備されているものがほとんどで

























とする街路となるため，表 2 では施設を 3 に分類する。























は，年に 1 度開催されるイベントである。2019 年




















場利用として前述の No. 8, 9 が該当する。街全体の
利用の一部に複数の広場が含まれており，広場より
も街路空間により多くの出店がみられる。




































ード運動の一環として 2012 年に世界で 28 番目に開
設され，日曜の朝 8 時半から 18 時半まで地域の生


















型の事例 No. 7 とは区別する。広場中央に位置する
モスクは，かつてキリスト教の教会だった施設を転
用したものである。







































































もの 4 事例（No. 12, 15, 16, 17），No. 9 の住宅や図書
館など通常は他の機能を有する施設を一時的に活用
































































































































25 地域から 90 人の女性生産者が集まり，毎土曜に
新鮮な野菜を販売している。




































09　イズミール文化観光局 2019 年 10 月旅行者の動向報
告書及びトルコ共和国文化観光省 2019 年 10 月国境
報告書に基づく。
10　トルコ共和国文化観光省 2019 年 9 月国境報告書に基
づく。
11　イズミール文化観光局 2019 年 10 月旅行者の動向報






認がなされている。2019 年 9 月の時点で世界 30 カ
国の 262 都市が認定されており，トルコの都市につ
いては 17 事例が認定されている。
13　トルコ語の el は手を，sanat が芸術を意味する。
sanatlar は sanat の複数形である。
14　トルコ語 gözleme。
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